



On the Changes of School Non-Attendance in Postwar Japan:  







































度の不登校児童生徒数は、小学生が 25,866 人、中学生が 97,036 人、合計で 122,902 人であった（文
部科学省 2015）。
平成 26 年度の全小学生が 6,600,006 人、全中学生が 3,520,730 人であるから、不登校の子ども
のパーセンテージは、小学生が 0.39 ％、中学生が 2.76 ％であり、そして、それらを合わせると













区分 内容 小学校 中学校 合計
学校に係る状況
いじめ
313 人 1060 人 1373 人
1.2 ％ 1.1 ％ 1.1 ％
いじめを除く友人関係をめぐる問題
2903 人 14910 人 17813 人
11.2 ％ 15.4 ％ 14.5 ％
教職員との関係をめぐる問題
855 人 1520 人 2375 人
3.3 ％ 1.6 ％ 1.9 ％
学業の不振
1825 人 8975 人 10800 人
7.1 ％ 9.2 ％ 8.8 ％
進路にかかる不安
118 人 1616 人 1734 人
0.5 ％ 1.7 ％ 1.4 ％
クラブ活動，部活動等への不適応
42 人 2139 人 2181 人
0.2 ％ 2.2 ％ 1.8 ％
学校のきまり等をめぐる問題
162 人 1786 人 1948 人
0.6 ％ 1.8 ％ 1.6 ％
入学，転編入学，進級時の不適応
573 人 2780 人 3353 人





2378 人 4508 人 6886 人
9.2 ％ 4.6 ％ 5.6 ％
親子関係をめぐる問題
4931 人 8520 人 13451 人
19.1 ％ 8.8 ％ 10.9 ％
家庭内の不和
1232 人 3538 人 4770 人
4.8 ％ 3.6 ％ 3.9 ％
本人に係る状況
病気による欠席
2366 人 7548 人 9914 人
9.1 ％ 7.8 ％ 8.1 ％
あそび・非行
239 人 8190 人 8429 人
0.9 ％ 8.4 ％ 6.9 ％
無気力
5947 人 25877 人 31824 人
23 ％ 26.7 ％ 25.9 ％
不安など情緒的混乱
9327 人 27276 人 36603 人
36.1 ％ 28.1 ％ 29.8 ％
意図的な拒否
1489 人 4743 人 6232 人
5.8 ％ 4.9 ％ 5.1 ％
上記「病気による欠席」から「意図的な拒否」までの
いずれにも該当しない，本人に関わる問題
1359 人 4789 人 6148 人
5.3 ％ 4.9 ％ 5 ％
その他
1391 人 1306 人 2697 人
5.4 ％ 1.3 ％ 2.2 ％
不明
411 人 1254 人 1665 人















































































































































































































に該当する子どもは小学生の 8.7 ％、中学生の 22.1 ％、また、「家庭の無理解」という文化的理由
には、小学生の 25.2 ％、中学生の 28.5 ％が分類されている。さらに、怠学的な長期欠席に該当
する「勉強ぎらい」に分類されているのは、小学生の 10.2 ％、中学生の 15.5 ％であった。
では、相対的に学歴の必要性が高いと考えられる公務員や学校教員、会社員といったホワイト
カラー層についてはどうだろうか。実は、この層にも長期欠席者は存在していたが、それは小学
生の長欠者の 10.1 ％、中学生の長欠者の 4.1 ％であり、全体に占める割合は高くない。やはり、
この層には、当時すでに学校の聖性が浸透していたと考えられる。しかも、ホワイトカラー層
の長期欠席の理由を見てみると、経済的・文化的理由の割合は、小学生が 5.2 ％（小学生全体は










4.6 ％へ、中学生が 22.1 ％から 14.0 ％へと少なからず減少した。第二に、文化的理由は、小学生
が 25.2 ％から 19.5 ％へ、中学生が 28.5 ％から 25.8 ％へとそれぞれ微減している。第三に、怠学







































生は、1982 年に 30.5 ％も存在していたが、長期欠席率の急上昇と反比例するように、1987 年
には 23.0 ％、1992 年には 15.4 ％、2002 年には 6.8 ％と、急速に減少していく（ＮＨＫ放送文化
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